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・応能原則

・応益原則
一廃炉費用

費用負担原則

・応困原則＝汚染者負担原則qPD
－賠償費用

一際染費用

一放射性廃棄物処分費用

費用負担制度

・第1段階：旧来の電力供給体制を前提と 

る方法 
一地域独占、総括原価方式の電気料金 

→電気料金（小売料金）を通じて国民に転嫁 

＋税金（国民負担） 

・第2段階：電力自由化後の負担システム
ー総括原価方式の電気料金（小売料金）無し

→託送料金（送電線使用料＝総括原価方式）

＋税金（国民負担）
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‡）東京電力
で重きiここi

事故発生者＝汚染者＝加害者

→損害賠償責任
→事故収束・廃炉の責任

雲葦字詰圏∴∴∵ � �∴ ��葉栗な薗簡∴／∴‾‾∴一∴∴∴／う 

発送喜ぶ融 � � �竃 �華磐雪製摸索」∴　一回霊 

∴∴　　‾再来／囲いきれない．　＿　　一 

∴∴李率で単四華麗1億、適評享串亨㌧i／∴ 

東京電力支援の考え方

機構は、原子力損害賠償のための資金が必

要な原子力事業者に対し援助（資金の交付、

資本充実等）を行う。援助には上限を設け
ず、必要があれば何度でも援助し、損害賠

償、設備投資等のために必要とする金額の
すべてを援助できるようにし、原子力事業

者を債務超過にさせない。

「東京電力福島原子力発電車扱に係る原子力損害の賠償に関する政府の支援の枠

組みについて」（2011年6月14日、閣議決定）
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2011年につくられた賠償費用負担の仕組み
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凸借入金企返済

凸交付離合醗納付
一般負担金

：∵∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴ � 

負担金、 
負担金 

税

轡話頭葛匿重器国書 �＝　　　　　　〇〇〇 ��������� � 

中富髄 �企勘料金　金力料金 
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出所：r朝日薪能i他より作成。

年嵩謹晋黒帯浩㍗ 

預等賠償　掘善施錠
受用

÷穀負担金【鷲力消費者負軸　受接戦膳法、一敗
電気草案着朕鈴蘭
報鱒金撥藻劾

婚前対応費周　電気料金への転嫁【竃力消費者　一般電気事業者供
負担】

原状回復　除染費用　　　支援機地縁詩織式売却益【園
費用 から求鋳ずべき薬類を穴埋めし

兼竃の負趣を態減量

中岡貯蔵施設　国費投入【国民負邁】

事故収束・廃並費用 続落蒙諦め避難料金への振嬢
縄甑髄費馨賛邁】

絵約款料金算定窺
別の運用

額讃、輔

支援機構法第68条、
福島復興指針

三披露哀慕染着供
総約款群鎧算定規
則の通用
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国民負担とする方策

・第1段階：旧来の電力供給体制を前提とする

方法
一地域独占、総括原価方式の電気料金

→電気料金（小売料金）を通じて国民に転嫁

＋税金（国民負担）

・第2段階：電力自由化後の負担システム
ー総括原価方式の電気料金（小売料金）無し

→託送料金（送電線使用料）

＋税金（国民負担）

急速に進んだ政策形成

2016年9月　→　中間とりまとめ（12月）

・東京電力改革・lF問題委員会（東電委員会）

一非公開＋3回の非公式の会合

・総合資源エネルギー詞査会基本政策分科会電力システム

改革貫徹のための政策小委員会
一財務会計WG

一市場整備WG

・実質的に2ケ月で決着。20兆を超える事故費用負担につい

てのものであったにもかかわらず、異例のスピード。
・法制化はまだ。（一部審議中）


